
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 12 日(日) 午前 10:00～ オンライン（ZOOM）にて 
 2 「オンライン座談会 子育て語

カタ

ラッテ。」 

9 月 12 日（日）の午前中、「協働のまちづくり楽校
がっこう

」の第 2 講と

してオンライン座談会「子育て語
カタ

ラッテ。」を開催しました。出席者

は、町民、職員、事務局スタッフを合わせて 20 人でした。 

まずは自己紹介。次に小部屋に分かれて子育ての喜びと、不安や

悩みについておしゃべり。続いてゲストの櫻井雅美さんからのミニ

講座を聞いたあと、再び小部屋に分かれ「武豊がもっと子育てしや

すいまちになるため」のアイデアを出し合いました。 

大学生、子育て真っ最中のママ＆パパ、ベテランママなど･･･様々

な立場の人が楽しくおしゃべり。充実した会となりました！ 
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少人数のグループに分かれて、子育ての喜びと、不安や悩みについて、お互いの話を聴き合いました。 



 

NPO 法人 Smiley Dream 理事長 

Smiley Dream 立ち上げの経緯 

2000年12月に武豊町で、全国でも大きなニュースになった

ネグレクト児童虐待死亡事件がありました。18 歳の若い夫婦

が子育てできず、行政との連携も行き届いていなかった。この報

道で一番気になったのが「家では放置、外では笑顔」という言葉

でした。この数カ月後、私は自分の子を亡くしていて、自分の状

況とリンクし…単にこの事件を、この人たちの問題だけで済ませ

てはいけないのではと、Smiley Dream を立ち上げました。 

支援＋予防のバランスが大事！ 

Smiley Dream は、武豊高校と役場を結ぶ道の途中にあり

ます。外見は普通の民家。中では、子育て中のお母さんたちの

グッズを売ったり、サークル活動をしてみんなが集まっています。 

「子育てしやすい地域」というのは、支援事業と同時に、今、

子育てママさん、サークルの人達がやってくれているような「予防

事業」も大切だなと思っています。 

子育て支援情報サイト 

町からの委託を受けて、「子育て支援情報サイト」を作ってい

ます。ホームページで子育て情報を探すのが大変だったり、今日

どこか行きたいと思った時に、すぐに情報が入手できて動くことが

できるといいな！という思いから始めました。 
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ホームスタート事業 

昨年度から新しくスタートしたのが、 

県からの委託で行っている「ホームスタート 

事業」。これまで 20 年活動してきて、ずっと 

変わらない問題が、家から出られなかったり、支援があっても積極

的に利用できなかったり、情報を適切に入手できないお母さん達

をどう支援していくか、でした。この事業は、こちらから出向いていっ

て話を聞いて、母親に寄り添った支援を行うというものです。 

家事や育児のお手伝いをしたり、一緒に出掛けたりするボラン

ティアさんを募集したんですが、このご時世に 16 名もの応募があ

った。40 時間もの講座を受けてボランティアしてもらうのに、こんな

たくさんの人が応募してくれるんだとびっくり。地域にこんなにいい人

がたくさんいるんだな、武豊町の未来は明るいぞ！と思いました。 

ボランティアさんたちも「すごく楽しかった～」と話してくれていて、

ボランティアさんにとっても良い効果が出ていると思います。 

私たちが大事にしているのは、子育てが終わってからボランティ

アする側になるのを待つのでなく、自分の子育てにも役立つように

経験と学びの場を提供することで、サポートを受けながら同時に

少し若い世代のお母さん達をサポートしていくということ。人の役に

立てば、自分の存在価値も見出せるし、時間に余裕ができたら

ボランティアでなく仕事として関わっていくことまでできれば、地域と

しての支援も途絶えないのかなあ、と思っています。 

「武豊がもっと子育てしやすい町になるためには？」のアイデアを少人数のグループで出し合いました。 


